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議員全員で執行状況を確認

3名が町政を問う

ジェンコが飛び交うモノポリー

一般質問

キラリ美郷人

子供たちは町の宝物／金沢小学校の全児童が明日に向かってジャンプ！
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2

　６月定例会を、６月 12日から 15日までの４日間の会

期で開きました。

　今定例会では、金沢長岡森住民から提出された陳情『長

岡森集落地内にモーテル建設反対陳情のこと』を本会議で

審査し、全会一致で採択して『モーテル類似旅館建設反対

に関する決議』を可決しました。

みんなの笑顔を守りたい



◆6月定例会概要3

モーテル類似旅館建設反対に関する決議

　秋田県仙北郡美郷町金沢字西長岡森地内に、モーテル類似旅館（ファミリー型コ

テージ風ホテル）の建設が計画されております。

　この地域は、平成の大合併秋田県第１号として誕生した美郷町の南玄関口に位置

し、緑豊かな公園、湧水群、温泉、寺院など町の観光スポットや伝統行事を訪れる方々

の町に対するイメージが損なわれることは、明らかであります。

　また、建設が予定されている場所は、地域の教育文化の中心としての美郷町立金

沢小学校があり、学校周辺での校外活動の機会も多く、子供たちの心身の健全な成

長に与える影響が憂慮されます。美郷町の次世代を担う子供たちにとって、美郷が

いちばん住みやすいと思える環境をつくることが、私たちの責務であります。

　よって、美郷町議会は、住民の意見を代表し、美郷町金沢字西長岡森地内に計画

されている、モーテル類似旅館（ファミリー型コテージ風ホテル）の建設に断固と

して反対する。

　以上、決議する。

平成 19 年６月 15 日

美郷町議会

清
純
な
生
活
環
境
維
持
が
目
的

美
郷
町
で
は
、
平
成
18
年
６
月
、
町
の
善
良
な
風
俗
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う

モ
ー
テ
ル
類
似
旅
館
の
新
築
ま
た
は
改
築
を
規
制
し
、
清
純
な
生
活
環
境

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
『
モ
ー
テ
ル
類
似
旅
館
規
制
条
例
』
を
制
定
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
同
年
８
月
２
日
、
大
仙
市
の
住
民
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
コ
テ
ー
ジ
風

ホ
テ
ル
建
設
の
確
認
申
請
書
が
窓
口
に
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
モ
ー
テ
ル
建
設
を
反
対
す
る
行
動
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の

嘆
願
書
や
長
岡
森
住
民
の
要
望
書
が
町
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
条
例
に
基
づ
く
『
モ
ー
テ
ル
類
似
旅
館
規
制
審
査
会
』
を
３
回
に
亘

り
開
催
し
、
８
月
17
日
、
不
同
意
決
定
を
町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。
翌
18
日
、
町

は
こ
の
決
定
を
建
築
主
へ
通
知
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
25
日
、
一
連
の
美
郷
町
の
対
応
に
よ
り
建
築
が
遅
れ
損
害
を
被
っ
た
と
す

る
訴
状
が
秋
田
地
方
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
ま
で
、
４
回
の
公
判
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計

空
き
店
舗
対
策
予
算
を
補
正

平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
５
千

５
１
１
万
２
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
１
１
０
億
２
千
２

０
９
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
空
き
店
舗
対
策
事
業
補
助
金
３
７
５
万
５
千
円
、
国
の

制
度
改
正
に
よ
る
児
童
手
当
の
増
額
１
千
８
９
４
万
円
、
４
月
に
行
わ
れ
た
人
事

異
動
に
よ
る
人
件
費
の
調
整
な
ど
で
す
。

　
そ
の
他
今
定
例
会
で
は
、
５
特
別
会
計
の
補
正
予
算
や
簡
易
水
道
設
置
条
例
の

一
部
改
正
案
な
ど
16
議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
３
氏
が
登
壇
し
て
町
政
を
た
だ
し
、
陳
情
６
件
を
採
択
し

ま
し
た
。



◆主な質疑
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●
簡
易
水
道
設
置
条
例
の
一

部
改
正

　
水
量
は
十
分
か

武
藤
威
議
員

　
新
た
に
事
業
着
工
す
る
羽

貫
谷
地
地
区
水
道
水
源
と
な

る
畑
屋
簡
易
水
道
の
加
入
率

と
水
量
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
課
長

　
畑
屋
地
区
の
加
入
率
は
、

55
・
５
％
羽
貫
谷
地
地
区
は
、

84
・
３
％
で
あ
る
。

　
人
口
は
現
在
６
５
０
名
ほ

ど
だ
が
計
画
の
給
水
人
口
は

１
千
０
７
１
人
と
し
て
い

る
。
給
水
量
は
両
地
区
合
わ

せ
て
現
在
の
１
９
７
ｔ
が
３

３
９
ｔ
に
な
る
が
、
最
大
給

水
量
は
４
１
６
ｔ
な
の
で
十

分
対
応
で
き
る
。

◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

熊
谷
良
夫
議
員

　
羽
貫
谷
地
地
区
水
道
の
着

工
時
期
は
。

建
設
課
長

　
十
九
年
度
で
設
備
関
係
の

工
事
を
終
え
、
二
十
年
度
は

管
工
事
、
約
３
千
９
ｍ
を
完

了
さ
せ
、
で
き
る
だ
け
早
く

供
用
開
始
し
た
い
。

６月定例会主な質疑６月定例会主な質疑

羽貫谷地簡易水道いよいよ着工

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　
空
き
店
舗
対
策
の
内
容
は

【
商
工
振
興
費
】

齊
藤
新
一
郎
議
員

　
空
き
店
舗
対
策
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

る
か
。
補
助
対
象
と
な
る
設

備
の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長

　
商
工
会
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
。
内
容
は
店
舗
の
改

装
費
と
２
年
間
の
賃
借
料
に

つ
い
て
補
助
を
す
る
。

◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

中
村
美
智
男
議
員

　
今
回
３
店
舗
分
の
予
算
計

上
と
な
っ
て
い
る
が
。

商
工
観
光
課
長

　
六
郷
地
区
の
３
件
の
空
き

店
舗
で
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に

操
業
す
る
も
の
だ
。

◇
　
◇
　
◇
　
◇

鈴
木
一
議
員

　
対
象
と
な
る
空
き
店
舗
の

場
所
と
店
舗
の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長

　「
湧
太
郎
」
に

２
店
舗
と
旭
町
に

１
店
舗
操
業
の
予

定
だ
。

【
外
国
青
年
招
致

費
】

吉
野
久
議
員

　
①
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
２

人
体
制
だ
が
、
ジ

ェ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
か
ら
離
れ
て
民

間
か
ら
招
致
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
。
②

２
人
で
３
中
学
校

と
小
学
校
に
対
応

で
き
る
の
か
。
③
移
動
の
際

の
事
故
防
止
対
策
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
の
英
会
話
教
室

は
ど
う
な
る
か
。

学
務
課
長

　
①
英
語
の
指
導
力
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
日
本
語
能
力
な

ど
人
材
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
る
事
が
一
番
の
メ
リ
ッ

ト
だ
。
②
各
中
学
校
の
１
〜

３
学
年
ま
で
の
英
語
の
授
業

は
１
０
５
時
間
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
入
る
の
は
そ
の
半
分
ぐ
ら

い
の
時
間
だ
。
小
学
校
は
総

合
学
習
の
中
で
の
取
り
組
み

な
の
で
、
各
学
校
年
間
50
時

間
ぐ
ら
い
の
利
用
で
あ
り
、

２
人
で
も
対
応
で
き
る
。
③

今
回
は
派
遣
す
る
会
社
の
責

任
で
対
応
し
て
頂
く
内
容

だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
は
来
ら
れ
る
方
と
話

し
を
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

8 月からこれまで 3人のＡＬＴが 2人体制となります。
※ＡＬＴ（英語指導助手）



◆提出議案／陳情・請願5

　人権擁護委員に
現委員の東海林鉄
郎 さ ん（ 美 郷 町 金
沢）を推薦するこ
とに同意しました。

■「日豪 EPA・FTA交渉に対する」陳情書	 	
食と水・みどりを守る大仙仙北労農市民会議
	 	 	 議長代行　山崎　康夫

■「非核日本宣言」を求める意見書の採択を求
める陳情
	 	 原水爆禁止秋田県協議会
　　　　　　	 理事長　斎藤　重一

■原爆症認定制度の抜本的改善を厚生労働省に
求める意見書についての陳情
	 	 原水爆禁止秋田県協議会
	 	 	 理事長　斎藤　重一

■県に「『子育て新税』を導入しないで下さい」
の意見書を求める陳情書
	 	 新日本婦人の会　秋田県本部
	 	 	 代表委員　地主あや子

■長岡森集落地内にモーテル建設反対陳情のこと	

	 	 美郷町金沢長岡森集落代表
	 	 	 加藤　義男

■安心・安全な公務・公共サービス拡充を求め
る陳情
	 	 秋田県公務公共業務共闘会議
	 	 	 議長　佐藤　憲雄

提出議案一覧

●議案第39号
人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて
●議案第40号
　字の区域の変更について
●議案第41号	
　財産の取得について
●議案第42号	
美郷町簡易水道設置条例の一部改正につ
いて
●議案第43号	
公の施設を横手市が保育を実施する児童
に使用させることに関する協議について
●議案第44号	
平成19年度美郷町一般会計補正予算第2
号
●議案第45号	
平成19年度美郷町老人保健特別会計補
正予算第2号
●議案第46号	
平成19年度美郷町簡易水道事業特別会
計補正予算第1号
●議案第47号	
平成19年度美郷町下水道事業特別会計
補正予算第1号
●議案第48号	
平成19年度美郷町農業集落排水事業特
別会計補正予算第1号
その他報告３件、発議６件

採択しました

５
月

11
日	

第
３
回
議
会
臨
時
会

	

議
会
全
員
協
議
会

25
日　

大
仙
市
・
仙
北
市
・

美
郷
町
議
員
協
議
会

６
月

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

第
４
回
議
会
定
例
会

（
～
６
月
15
日
）

14
日　

議
会
運
営
委
員
会

	

議
会
全
員
協
議
会

	

議
会
広
報
特
別
委
員

会

15
日　

議
会
全
員
協
議
会

28
日　

公
共
施
設
・
主
要
事

業
視
察
研
修
会

７
月

６
日　

議
会
広
報
特
別
委
員

会

10
日　

議
会
広
報
特
別
委
員

会

11
日　

第
５
回
議
会
臨
時
会

	

議
会
全
員
協
議
会

議
会
の
動
き



◆一般質問
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質 問

一 般

３
名
が
登
壇

３
名
が
登
壇

武藤　　威 議員

深沢　義一 議員

中村　利昭 議員

質 問 者
　
定
例
会
初
日
の
６
月
12
日
、
町

長
の
召
集
挨
拶
の
後
一
般
質
問
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
国
保
税
や
農
業
問
題
、

観
光
振
興
な
ど
に
つ
い
て
、
町
長

の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

町政を問う



◆一般質問7

国保税の負担軽減を
　　現制度上難しい

武　藤　　　威 議員

武
藤
威
議
員
　
三
位
一
体
改

革
に
よ
る
税
源
移
譲
と
定
率

減
税
の
廃
止
が
６
月
か
ら
地

方
税
額
に
大
き
く
影
響
し
、

住
民
税
増
額
が
国
保
税
や
介

護
保
険
料
の
負
担
増
に
な

る
。
そ
れ
に
よ
り
、
国
保
税

の
滞
納
者
が
増
え
資
格
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
人
が
増

え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

①
資
格
証
明
書
の
交
付
を
受

け
た
人
が
受
診
を
控
え
る
声

も
聞
か
れ
る
が
、
本
町
で
の

影
響
は
。
②
国
保
税
に
は
、

な
ぜ
上
限
を
も
う
け
る
の

か
。
③
団
塊
世
代
の
大
量
退

職
で
適
用
者
が
増
え
る
と
思

う
。
対
象
と
な
る
所
得
水
準

と
、
人
数
は
。
④
福
祉
の
増

進
を
図
る
べ
き
自
治
体
の
責

務
か
ら
、県
補
助
の
増
額
と
、

町
の
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
を
要
求
す
る
。
⑤
申
請
減

免
の
Ｐ
Ｒ
を
町
、
担
当
課
に

求
め
る
。

町
長
　
①
資
格
証
明
書
は
保

険
税
納
付
に
応
じ
な
い
滞
納

者
に
対
し
被
保
険
者
証
の
返

還
と
期
限
切
れ
を
も
っ
て
交

付
す
る
が
、
一
律
適
用
で
は

な
い
。
こ
れ
ま
で
督
促
や
納

付
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
交

付
せ
ざ
る
を
得
な
い
方
々
も

い
る
。
引
き
続
き
納
付
に
向

け
取
り
組
む
。
直
接
調
査
は

し
て
い
な
い
が
町
で
は
、
質

問
の
よ
う
な
影
響
は
出
て
い

な
い
も
の
と
考
え
る
。
②
国

保
税
の
上
限
は
国
の
制
度
に

基
づ
く
設
定
な
の
で
答
弁
で

き
な
い
。
③
退
職
さ
れ
た

方
々
の
個
々
の
事
情
に
よ

り
、
必
ず
し
も
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
加
入
者
お
よ
び

そ
の
所
得
水
準
の
数
値
を
把

握
す
る
こ
と
は
困
難
だ
。
④

保
健
事
業
の
経
費
は
法
律
で

認
め
ら
れ
る
範
囲
の
中
で
町

も
毎
年
度
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
県

の
一
般
会
計
か
ら
の
補
助

も
、
新
た
な
観
点
で
の
町
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

も
現
在
の
制
度
運
営
の
中
で

は
難
し
い
。

　
⑤
申
請
減
免
の
Ｐ
Ｒ
は
今

年
度
も
町
広
報
７
月
号
や
、

８
月
号
で
こ
れ
ら
制
度
の
周

武
藤
議
員
　
米
価
も
下
が
る

一
方
で
、
採
算
上
か
ら
見
て

も
米
づ
く
り
の
転
換
期
で
は

と
考
え
る
。
集
落
営
農
組
織

づ
く
り
も
進
み
、
今
回
ど
の

様
な
話
し
合
い
で
決
ま
っ
た

の
か
伺
い
た
い
。

蒔
野
農
業
委
員
会
会
長
　
農

作
業
賃
金
・
料
金
の
決
定
は
、

耕
地
面
積
、
農
機
具
の
馬
力

や
性
能
、
近
隣
市
町
村
の
賃

金
・
料
金
を
参
酌
し
、
Ｊ
Ａ

お
よ
び
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
っ
て
決
定
し
て
い
る
。

武
藤
議
員
　
地
方
交
付
税
の

三
割
削
減
を
前
提
に
し
た
財

源
計
画
こ
そ
が
無
理
難
題

だ
。
三
割
も
削
減
さ
れ
た
ら

多
数
の
自
治
体
が
維
持
で
き

な
い
。
地
方
自
治
や
交
付
税

制
度
を
無
視
し
た
「
地
方
自

立
」
論
、
地
方
の
事
は
地
方

で
と
、
だ
か
ら
新
た
な
税
金

を
取
っ
て
子
育
て
を
充
実
さ

せ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

現
状
を
無
視
し
た
暴
論
と
し

か
私
に
は
思
え
な
い
が
町
長

の
考
え
は
。

町
長
　
子
育
て
税
に
つ
い
て

は
、
目
指
す
姿
に
現
在
何
が

不
足
し
将
来
何
を
充
実
さ
せ

る
の
か
議
論
し
、
新
た

な
負
担
の
意
義
を
整
理

す
る
こ
と
が
大
切
と
考

え
る
。

　
地
方
交
付
税
は
三 

位
一
体
改
革
に
よ
り
厳

し
い
状
況
だ
。
自
主
財

源
の
少
な
い
美
郷
町

は
、
地
方
交
付
税
に
頼

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

財
政
状
況
で
、
こ
の
削

減
は
行
政
運
営
に
多
大

な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。

そ
の
た
め
町
で
は
各
般

の
施
策
な
ど
に
つ
い
て

見
直
し
作
業
を
し
て
い
る

が
、
必
要
な
地
方
交
付
税
の

総
額
を
交
付
す
る
よ
う
、
国

に
要
望
す
る
。

子
育
て
税
に

反
対
す
る

農
作
業
賃
金
・
料
金

　
　
根
拠
は

質 問一 般

知
を
図
り
た
い
。



深
沢
議
員
　
町
で
は
ブ
ラ
ン

ド
品
目
確
立
の
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る

が
、
現
状
で
は
水
田
農
業
の

転
作
作
物
と
い
う
観
点
か
ら

の
助
成
対
応
が
ほ
と
ん
ど
の

状
況
で
あ
り
、
畑
地
で
の
作

付
け
者
か
ら
「
な
ん
と
か
な

ら
ね
べ
が
」
と
言
う
声
も
出

て
い
る
。

　
頑
張
る
農
業
者
を
応
援
し

ブ
ラ
ン
ド
品
目
の
確
立
を
目

指
す
観
点
か
ら
、
支
援
す
べ

き
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
品
目
出

荷
助
成
に
つ
い
て
も
、
菌
床

シ
イ
タ
ケ
や
寒
締
め
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
あ
る
い
は
促
成
ア

ス
パ
ラ
栽
培
な
ど
、
１
月
か

ら
３
月
ま
で
の
出
荷
に
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

方
々
も
お
り
、
ぜ
ひ
支
援
し

て
い
く
べ
き
と
思
う
が
。

町
長
　
畑
地
で
の
生
産
に
つ

い
て
は
、
水
田
を
畑
地
と
し

て
利
用
す
る
場
合
に
比
べ
て

困
難
な
点
が
少
な
く
、
よ
り

有
利
な
作
物
選
定
や
栽
培
技

術
の
導
入
が
可
能
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
助
成
策
な
ど

は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
生

産
対
策
の
一
環
と
し
て
今
後

農
業
団
体
な
ど
の
取
り
組
み

を
把
握
し
、
行
政
が
お
手
伝

い
で
き
る
部
分
が
あ
る
か
ど

美
郷
農
業
の
望
ま
し
い
形
態
は

　
　
　
担
い
手
が
牽
引
す
る
体
制

う
か
を
議
論
す
る
。

　
ま
た
、
出
荷
助
成
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

産
地
づ
く
り
交
付
金
を
財
源

に
し
て
い
る
関
係
か
ら
、
１

月
か
ら
３
月
の
出
荷
は
、
事

業
対
象
か
ら
外
れ
る
。

　
ま
た
、
昨
年
ま
で
は
県
の

単
独
事
業
で
あ
る
「
地
域
で

つ
く
る
水
田
農
業
支
援
事

業
」
を
活
用
し
て
出
荷
助
成

を
し
て
い
た
が
、
今
年
度
は

事
業
の
組
み
変
え
か
ら
、
昨

年
ま
で
の
よ
う
な
助
成
が
難

し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

町
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
の
助
成
が
で
き
な
い

か
、
県
に
検
討
を
お
願
い
し

て
い
る
。

深　沢　義　一 議員

畑
地
へ
の
ブ
ラ
ン
ド
助
成
を

生
産
対
策
と
し
て
議
論
す
る

深
沢
義
一
議
員
　
戦
後
農

政
の
一
大
改
革
と
も
言
わ

れ
る
水
田
農
業
政
策
に
対

し
て
は
、
当
町
で
も
多
数
の

集
落
営
農
組
織
が
誕
生
す

る
な
ど
、
厳
し
さ
増
す
農

業
情
勢
に
対
応
し
よ
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
町
と
し
て
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
な

が
ら
、
健
全

な
経
営
・
組

織
運
営
に
対

し
て
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が

必
要
と
考
え

る
。
町
と
し

て
美
郷
農
業

の
望
ま
し
い

形
態
を
ど
の

よ
う
に
考

え
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を

講
じ
て
い
く

の
か
。

町
長
　
町
内
で
は
、
新
た
に

59
の
営
農
組
織
が
設
立
さ
れ

る
な
ど
効
率
的
で
持
続
的
な

農
業
経
営
体
を
目
指
し
た
取

り
組
み
が
着
々
と
進
ん
で
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化

や
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

強
さ
を
備
え
た
担
い
手
が
地

域
農
業
を
牽
引
し
て
い
く
体

制
に
な
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
担
い
手
育
成

に
向
け
た
施
設
整
備
や
農
用

地
利
用
調
整
、
あ
る
い
は
栽

培
技
術
へ
の
支
援
な
ど
、
可

能
な
範
囲
で
継
続
す
る
よ
う

努
め
る
。
ま
た
、
持
続
的
な

経
営
を
目
指
し
て
の
経
営
指

導
に
つ
い
て
も
、
県
や
農
業

団
体
と
一
体
と
な
っ
て
支
援

し
て
い
き
た
い
。

◆一般質問
8

町政を問う



　　　　地域案内所の設置を
　　　従業員教育を行っている

中　村　利　昭 議員

中
村
利
昭
議
員
　
美
郷
町
観

光
協
会
が
主
催
の
、
町
お
こ

し
に
関
す
る
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
清
水

を
観
光
の
目
玉
と
し
て
と
ら

え
て
い
る
よ
う
だ
。
町
長
も

施
政
方
針
で
自
然
に
や
さ
し

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
水

環
境
保
全
の
理
解
と
協
力
を

得
ら
れ
る
啓
発
条
例
の
年
度

内
制
定
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。
し
か
し
、
短
期
的
に
解

決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
時

間
を
要
す
る
も
の
と
思
う
。

そ
こ
で
、
清
水
に
代
わ
る
観

光
の
目
玉
が
必
要
と
考
え

る
。
幸
い
こ
の
地
域
に
は
数

多
く
の
寺
院
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
数
カ
所
選
定
し
美
郷

観
光
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

事
業
が
可
能
と
思
う
。

　
次
に
、
道
の
駅
「
雁
の
里

せ
ん
な
ん
」
が
果
た
す
役
割

は
大
変
重
要
と
思
う
が
、

こ
れ
と
い
っ
た
目
玉
が
な

い
。
横
手
市
と
協
議
し
近
く

に
あ
る
「
後
三
年
の
役
金

沢
資
料
館
」
と
「
観
光
農

園
」
や
そ
の
他
の
施
設
を
合

わ
せ
て
移
設
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
か
。
そ
し
て
、
現

在
あ
る
「
ま
ご
こ
ろ
ハ
ウ

ス
」
、「
曲
が
り
家
」
の
使
用

を
見
直
し
て
、
観
光
客
が
来

場
で
き
る
場
所
の
確
保
に
努

め
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
施
設

全
体
を
有
効
的
に
活
用
す
る

た
め
、
道
路
情
報
施
設
と
公

衆
ト
イ
レ
の
間
に
、
地
域

案
内
所
を
設
置
で
き
な
い

か
。

町
長
　
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
、

既
存
観
光
ス
ポ

ッ
ト
同
士
の
結

び
付
け
や
、
新

た
な
観
光
ス
ポ

ッ
ト
掘
り
起
こ

し
が
必
要
と
思

う
。
そ
の
た
め
、

今
年
度
「
発
見
、

美
し
い
美
郷
の

風
景
10
選
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
実

施
し
た
。
今
後
、

隠
れ
た
観
光
資

源
の
発
見
と
、

既
存
の
観
光
資

源
を
再
認
識
し
そ
れ
を
結
び

つ
け
て
い
く
取
り
組
み
を
す

る
。

　
六
郷
地
区
の
寺
院
に
つ
い

中
村
議
員
　
最
近
、
町
営
住

宅
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り

順
次
廻
っ
て
い
く
中
で
感
じ

た
こ
と
が
あ
る
。
玄
関
口

や
、
外
観
だ
け
で
判
断
す
る

の
は
適
当
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、
明
ら
か
に
適
切
な
使

い
方
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場

所
が
見
受
け
ら
れ
た
。
管
理

の
あ
り
方
に
つ
い
て
所
轄
の

課
で
定
期
的
に
巡
回
し
て
い

る
の
か
、
自
主
的
管
理
に
委

ね
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長
　
町
営
住
宅
の
入
居
者

は
、
住
宅
お
よ
び
建
物
の
敷

地
に
必
要
な
注
意
を
払
い
、

こ
れ
を
正
常
な
状
態
で
維
持

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い

る
。
一
方
、
町
で
は
公
営
の

賃
貸
住
宅
と
し
て
適
正
な
状

態
に
整
備
す
る
責
務
が
あ

る
。
巡
回
に
つ
い
て
は
、
不

定
期
で
は
あ
る
が
担
当
課
で

巡
回
し
て
い
る
。
昨
年
度
は

９
回
巡
回
し
た
。

町
営
住
宅
の
管
理
は

適
正
な
維
持
管
理
を
望
む

て
は
町
と
し
て
何
ら
権
利
を

有
し
て
い
な
い
の
で
具
体
的

な
答
弁
は
差
し
控
え
た
い
。

　
次
に
、
道
の
駅
に
つ
い
て

は
周
辺
各
地
の
観
光
案
内
を

紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

備
え
付
け
や
、
案
内
所
と
し

て
玄
関
に
看
板
を
設
置
し
て

い
る
ほ
か
、
道
の
駅
独
自
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
し
、

さ
ら
に
、
観
光
紹
介
す
る
従

業
員
教
育
も
行
っ
て
い
る
の

で
、
地
域
案
内
と
し
て
の
機

能
は
有
し
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
な
お
、
近
隣

市
が
所
有
す
る
施
設
の
移
転

に
つ
い
て
は
、
私
の
立
場
で

は
答
弁
で
き
か
ね
る
。

◆一般質問9
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町内主要事業視察研修会

　６月 28日、公共施設・主要事業視察研修会を行い、視察結果
については、意見書を提出しました。

湯とぴあ雁の里温泉　

●契約内容に沿って必要な揚湯量が確保でき
るよう工事を進めてほしい。

湯とぴあ雁の里温泉
源泉掘削工事概要

１．事 業 名
	 湯とぴあ雁の里温泉機能維持事業
２．事業内容
	 源泉掘削工事　掘削深度　1,000 ｍ以上
	 揚湯量　毎分 90㍑以上
	 揚湯温度	 40℃以上
３．事 業 費	 51,450,000 円

◆視察研修会
10

議
員
全
員
で

　
執
行
状
況
を
確
認



千畑スキー場敷地の
町有財産

大台野広場  パーク・マレットゴルフ場

堆肥センター建設工事

六郷温泉
あったか山

ふれあい広場
（サテライト
　六郷隣接）

●土地賃貸借契約書に基づき、現状復
帰して返還するよう強く望む。

●施設まで道路の勾配がきつかったり、道幅
が狭かったりする箇所があるため、アクセ
ス道路の整備について検討してほしい。
●建設後に試運転期間があるので本格稼動に
向けて万全を期してほしい。

堆肥センター建設工事概要
１．事 業 名
	 畜産環境総合整備統合補助事業
２．事業内容
	 家畜排泄物処理施設建設
	 建築面積	 4,360 ㎡
	 排泄物処理量	 19.7 ｔ／日
	 堆肥生産量	 3,000 ｔ／年
３．事 業 費	 424,000,000 円

●マレットゴルフの利用者が少ないので、議員も率先して
普及に努めるが、町でも広く PRしてほしい。

◆視察研修会11

１．事 業 名
	 千畑カントリーパーク整備事業
２．事業内容
	 パーク・マレットゴルフ場整備
	 整備面積　11,000 ㎡
　　コース面積（９ホール） 　5,330 ㎡
３．事 業 費　47,002,000 円
４．そ の 他 
	 駐車場整備　900㎡
　　	駐車台数 30台、うち車いす専用２台

パーク・マレットゴルフ場　整備工事概要



美郷町議会事務局 〒019-1541 秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙170番地10（美郷町役場・千畑庁舎） 
TEL.0187-84-4912 FAX.0187-85-3102 E-mail gikai @ town.misato.akita.jp/ 
美郷町ホームページ  http://www.town.misato.akita.jp/ 

古紙配合率100％再生紙を 
使用しています。 

地球環境にやさしい大豆インキを 
使用しています。 

　

モ
ノ
ポ
リ
ー（
独
占
）は
、世
界
中
に
５

億
人
の
愛
好
者
が
い
る
と
い
わ
れ
る
ア
メ

リ
カ
生
ま
れ
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
、盤
上

を
周
回
し
て
不
動
産
を
取
引
し
な
が
ら
資

産
の
独
占
を
目
指
し
ま
す
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
版
の
マ
ス
目
は
、発
祥
地

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
の
地
名
で

構
成
さ
れ
ま
す
が
、そ
れ
を
秋
田
県
の
市

町
村
名
に
置
き
換
え
た
全
国
初
の
都
道
府

県
版
を
開
発
・
販
売
し
て
い
る
方
が
シ
ス

テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
鈴
木
正
洋
さ
ん（
39

歳
）で
す
。

　

鈴
木
さ
ん
が
、お
友
達
の
千
葉
尚
志
さ

■
問
合
せ
先

　

ア
キ
タ
ス
有
限
責
任
事
業
組
合

　

☎
０
１
８̶

８
６
４̶

７
０
０
７

　

http://w
w
w
.ugopoly.com

/

　次回定例会は、９月上旬の開会を予定し
ています。傍聴をお待ちしています。

議　　　長　伊藤　福章
広報委員長　吉野　　久
同副委員長　杉澤　隆一
同　　委員　熊谷　隆一

ジェンコが
飛び交うモノポリー

鈴木　正洋さん
（美郷町六郷在住）

編
集
後
記

VOL.7

同委員　鈴木　良勝
同委員　森元　淑雄
同委員　深沢　義一

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
ア
ヤ
メ
に
代

わ
り
、ア
ジ
サ
イ
が
私
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

　

議
会
広
報
の
委
員
も
、交
代
の

時
期
を
迎
え
ま
し
た
。９
月
定
例

会
号
か
ら
、新
た
に
選
任
さ
れ
た

委
員
が
担
当
し
ま
す
。お
楽
し
み

に
。

　

こ
れ
ま
で
、合
併
美
郷
町
の
広

報
・
公
聴
の
一
翼
を
担
え
る
よ

う
、委
員
全
員
で
努
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、い
た
ら
ぬ
点
を
深

謝
し
、ご
愛
読
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

ん（
秋
田
市
在
住
）と
共
同
で
製
作
し
た
遊

べ
る
秋
田
名
物『
モ
ノ
ポ
リ
ー
秋
田
県
版
』

は
、細
部
に
ま
で
郷
土
愛
が
感
じ
ら
れ
る

仕
上
が
り
で
す
。駒
が
秋
田
犬
、家
が
か
ま

く
ら
、ホ
テ
ル
が
秋
田
杉
を
使
用
し
た
旅

館
と
な
っ
て
お
り
、使
用
す
る
お
札
の
通

貨
単
位
が『
ジ
ェ
ン
コ
』で
カ
ー
ド
の
文
章

も
全
て
秋
田
弁
。マ
ス
目
は
、市
町
村
を
代

表
す
る
風
物
が
き
り
絵
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、美
郷
町
は
利
権
の

鍵
の
一
つ『
水
』（
水
道
会
社
）で
し
た
。

　

こ
ん
な
に
秋
田
に
こ
だ
わ
っ
た
モ
ノ
ポ

リ
ー
で
す
が
、鈴
木
さ
ん
は
、秋
田
の
活
性

化
や
地
域
興
し
を
意
図
し
た
わ
け
で
は
な

い
と
い
い
ま
す
。し
か
し
、昨
年
度
の
モ
ノ

ポ
リ
ー
全
国
大
会
で
こ
の『
秋
田
県
版
』ボ

ー
ド
が
使
用
さ
れ
、大
会
会
場
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
ジ
ェ
ン
コ
や
秋
田
弁
が
飛
び
交

い
、プ
レ
ー
ヤ
ー
全
て
が
秋
田
の
独
占
を

目
指
し
た
こ
と
を
想
像
す
れ
ば
、間
違
い

な
く
、秋
田
の
活
性
化
に
結
び
つ
い
て
い

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

◆キラリ美郷人
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